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石川県立美術館だより　第238号

企画展示室（第7～9展示室）

ミレー、コロー
バルビゾンの巨星たち展

7月25日（金）～8月17日（日）会期中無休
主催／北陸中日新聞・石川県立美術館・石川テレビ放送
後援／フランス大使館・石川県・石川県教育委員会

金沢市・金沢市教育委員会・NHK金沢放送局・エフエム石川

十
九
世
紀
の
中
頃
、
都
会
の
喧
噪
を
離
れ
パ
リ
郊
外
の
フ
ォ

ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
森
の
近
く
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
に
移
り
住
み
、

付
近
の
自
然
の
美
し
い
た
た
ず
ま
い
や
農
民
の
暮
ら
し
を
描
い

た
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
画
家
た
ち
。
彼
ら
は
屋
外
で
の
観
察
に
も

と
づ
く
自
然
主
義
的
な
視
点
を
貫
き
、
の
ち
に
誕
生
す
る
印
象

派
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
農

民
た
ち
の
日
々
の

営
み
を
真
摯
な
ま

な
ざ
し
で
見
つ
め

た
ミ
レ
ー
（
一
八

一
四
―
七
五
）、
自

然
の
風
景
を
豊
か

な
詩
情
で
謳
い
あ

げ
た
コ
ロ
ー
（
一

七
九
六
―
一
八

七
五
）
は
、
と
も
に
後
世
の
画
家
た
ち
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し

た
偉
大
な
画
家
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
ル
ソ
ー
や
デ
ィ
ア
ズ
、
ト
ロ
ワ
イ
ヨ
ン
な
ど
「
バ
ル

ビ
ゾ
ン
の
七
星
」
と
呼
ば
れ
る
画
家
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個

性
的
な
境
地
を
開
き
、
深
い
郷
愁
を
湛
え
る
そ
の
穏
や
か
な
情

景
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
、
日
々
の
生
活
の
中
で
忘
れ

か
け
て
い
る
自
然
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ

ま
す
。

「
星
は
昴
（
す
ば
る
）、
牽
星
（
ひ
こ
ぼ
し
）、
太
白
星
（
ゆ

ふ
づ
つ
）、
よ
ば
ひ
星
少
し
を
か
し
…
」
と
詠
っ
た
の
は
清
少

納
言
で
し
た
。
昴
は
天
上
に
輝
く
星
団
で
、
肉
眼
で
は
六
、
七

個
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
西
欧
名
は
プ
レ
ア
デ
ス
（Pleiades

）。

こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
巨
人
ア
ト
ラ
ス
を
父
親
に
持
つ
七
人

の
娘
達
の
こ
と
で
す
。
こ
の
呼
称
か
ら
七
星
派
と
呼
ば
れ
る
グ

ル
ー
プ
を
西
欧
の
文
芸
史
の
中
で
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
七
星
も
そ
の
一
つ
で
す
。

本
展
で
は
、
ミ
レ
ー
二
十
二
点
、
コ
ロ
ー
十
八
点
を
中
心
に
、

ル
ソ
ー
、
デ
ィ
ア
ズ
、
ト
ロ
ワ
イ
ヨ
ン
、
デ
ュ
プ
レ
、
ド
ー
ビ

ニ
ー
、
ジ
ャ
ッ
ク
ら
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
七
星
、
そ
し
て
写
実
主
義

の
巨
匠
ク
ー
ル
ベ
な
ど
、
三
十
一
作
家
に
よ
る
一
〇
三
点
の
名

画
を
一
堂
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
珠
玉
の
作
品
群
は
、
姫
路
市
在
住
の
実
業
家
、
中
村
武

夫
氏
が
そ
の
半
生
を
か
け
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
、
個
人
所
蔵

の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
そ
の
作
品
数
・

内
容
の
両
面
に
お
い
て
国
内
最
高
の
誉
れ
高
い
も
の
で
す
。
永

年
、「
幻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
眼
に
ふ
れ
る
機
会
の

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
れ
ら
秘
蔵
の
名
画
は
四
年
前
に
公
開
さ

れ
、
大
変
な
驚
き
と
讃
辞
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

む
ろ
ん
本
県
で
は
初
公
開
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
叙
情

あ
ふ
れ
る
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作
品
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

フォンテーヌブローとバルビゾン村の地図

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
1,100円

高・大生
700円

小・中学生
500円

一　般
900円

高・大生
500円

小・中学生
300円

個
　
　
　
人

◇
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
、
団
体
料
金

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

鳥の巣を捕る子どもたち　カミーユ・コロー
1872―73年頃

井戸から戻る女　
フランソワ・ミレー　1855―60年頃

夕暮れの呼び声　アドルフ・ブルトン　1889年

雛
菊
を
摘
む
女
た
ち
　
カ
ミ
ー
ユ
・
コ
ロ
ー

1
8
6
5
―
7
0
年
頃

扇
を
持
つ
女
　
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ

1
8
6
1
年
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常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

茶道具と名物裂
7月17日（木）～8月17日（日）

加
賀
藩
は
歴
代
藩
主
が
、
文
化
政
策
に
大
変
力
を
注
い
で
お

り
、
様
々
な
美
術
工
芸
品
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
茶
道

具
に
は
優
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
金
沢
は
、
東
京
、
京
都
と

並
ん
で
、
お
国
も
の
（
そ
の
土
地
で
出
来
た
も
の
）
だ
け
で
茶

会
を
開
く
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
こ
れ
も
藩
政
時
代
か
ら
育
ん

で
き
た
文
化
的
土
壌
の
賜
物
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
根
幹
と
な
っ
た
の
が
、
傑
出
し
た
文
化
大
名
で
あ
っ
た
、

三
代
藩
主
利
常
の
収
集
品
で
す
の
で
、
利
常
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
交
え
て
、
展
示
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

利
常
そ
し
て
四
代
藩
主
光
高
と
も
、
茶
の
湯
を
通
じ
て
交
流

の
深
か
っ
た
の
が
、
数
寄
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
小
堀
遠
州
で

す
。
利
常
は
遠
州
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
収
集
品

の
中
に
も
遠
州
好
み
の
道
具
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
一

つ
が
古
瀬
戸
茶
入
　
銘

孫
六
で
す
。
肩
か
ら
裾
に
か
け
て
ふ

く
ら
み
が
な
く
、
や
や
ど
っ
し
り
と
し
た
印
象
の
寸
胴
形
の
肩

衝
茶
入
で
す
。
表
面
の
上
半
分
に
茶
と
黒
飴
の
釉
薬
を
た
っ
ぷ

り
と
か
け
て
あ
り
、
下
半
分
は
茶
褐
色
の
胎
土
が
露
呈
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
釉
溜
り
の
濃
淡
が
孫
六
の
剣
の
焼
刃
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
銘
が
つ
い
て
い
ま
す
。
茶
入
を
納
め

る
挽ひ
き

家や

の
蓋
表
と
、
内
箱
蓋
表
の
「
孫
六
」
と
い
う
書
付
は
、

遠
州
に
よ
る
も
の
で
す
。

前
田
家
の
名
物
裂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
や
は
り
、
利
常
の
収
集

に
始
ま
り
ま
す
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）、
当
時
唯
一
の

海
外
へ
の
窓
口
で
あ
り
、
舶
来
品
の
宝
庫
で
あ
っ
た
長
崎
へ
、

家
臣
と
京
都
の
目
利
き
を
遣
わ
せ
て
、
価
か
ま
わ
ず
買
い
求
め

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
最
も
古
く
珍
重
さ
れ
た
の
が
、

小
石
畳
地
宝
珠
形
鳳
凰
雲
文
様
金
襴
（
興
福
寺
金
襴
）
で

す
。
名
物
裂
の
中
で
も
最
も
古
い
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

が
こ
の
裂
で
、
興
福
寺
が
開
基
の
と
き
に
、
唐
か
ら
贈
ら
れ
た

戸
帳
に
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
伝
承
か
ら
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
銀
襴
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
、
銀
は
金
箔
の
脱
落
を

防
ぐ
た
め
に
、
箔
下
に
置
か
れ
た
と
の
説
も
あ
り
ま
す
が
、
現

在
は
そ
の
銀
箔
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
宝
珠
形
の
内

部
に
雲
文
と
鳳
凰
を
組
み
合
わ
せ
た
品
格
の
あ
る
裂
で
す
。

常設展示室（第２展示室）
特　集

茶道美術名品展
7月17日（木）～8月17日（日）

刷
毛
目
茶
碗
　
李
朝
時
代

当
館
の
茶
道
美
術
は
、
山
川
美
術
財
団
の
寄
附
作
品
を
核
と

し
て
い
ま
す
。
金
沢
の
素
封
家
山
川
家
が
三
代
に
わ
た
っ
て
収

集
伝
世
し
た
も
の
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
野
々
村
仁
清
の

「
色
絵
雉
香
炉
」（
国
宝
）
は
初
代
甚
兵
衛
の
収
集
で
す
が
、
こ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
き
な
特
色
は
、
香
合
の
質
の
高
さ
と
そ

の
種
類
の
豊
富
さ
に
あ
り
ま
す
。「
和
蘭
陀

お
ら
ん
だ

白
雁
香
合
」（
県
文
）

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ
ト
窯
で
作
ら
れ
、
江
戸
時
代
初
頭
に

わ
が
国
に
舶
載
し
ま
し
た
。
そ
の
優
雅
で
愛
ら
し
い
趣
が
好
ま

れ
、
茶
人
が
香
合
に
見
立
て
た
も
の
で
、
古
来
よ
り
名
高
い
名

品
で
す
。
ま
た
、
仁
清
の
「
色
絵
花
笠
香
合
」
は
、
仁
清
の
技

の
冴
え
を
示
す
薄
作
り
の
シ
ャ
ー
プ
な
器
体
に
、
青
、
赤
、
緑

の
彩
色
と
金
彩
を
駆
使
し
た
艶
美
と
も
い
え
る
華
や
か
な
作
品

で
す
。
そ
の
ほ
か
「
黄
瀬
戸
根ね

太ぶ
と

香
合
」（
前
号
の
所
蔵
品
紹

介
）、「
志
野
桔
梗
香
合
」、「
飴
釉
蟹
五
角
香
合
」（
初
代
大
樋
長

左
衛
門
作
）
等
の
和
物
香
合
や
、「
交こ
う

趾ち

金き
ん

花か

鳥
ち
ょ
う
香
合
」、「
宋す
ん

胡こ

録ろ
く

柿
香
合
」、「
古こ

染
付
張

そ
め
つ
け
は
り

甲こ

牛う
し

香
合
」、「
呉
須
ご

す

染
付
松
皮
菱

そ
め
つ
け
ま
つ
か
わ
び
し

香

合
」
等
の
唐
物
香
合
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
作
品
の
取
り
合
わ

せ
に
季
節
感
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

蒔
絵
蜻
蛉
と
ん
ぼ

図
中
次

な
か
つ
ぎ

（
表
紙
）

桃
山
〜
江
戸
時
代
　

円
筒
形
で
合
口
が
胴
の
中
程
に
あ
る
こ
の
よ
う
な
茶
器
を
中

次
と
い
い
ま
す
。
全
面
に
平
蒔
絵
と
絵
梨
地
で
群
れ
飛
ぶ
蜻
蛉

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
大
胆
に
表
現
さ
れ
た
蜻
蛉
は
、
小
さ
な

茶
器
の
表
面
を
飾
る
と
い
う
よ
り
、
悠
々
と
大
空
を
飛
び
交
っ

て
い
る
よ
う
な
迫
力
に
満
ち
て
お
り
、
こ
の
中
次
の
存
在
の
大

き
さ
を
よ
り
強
調
し
て
い
ま
す
。
一
足
早
い
初
秋
の
訪
れ
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

刷
毛
目

は

け

め

茶
碗

李
朝
時
代

鉄
分
の
多
い
胎
土
に
、
内
外
と
も
に
勢
い
の
あ
る
白
泥
の
刷

毛
目
が
し
っ
か
り
と
め
ぐ
り
、
口
辺
の
一
部
が
内
反
し
、
全
体

が
小
判
形
に
歪
む
そ
の
姿
に
は
茶
味
が
あ
り
、
涼
味
を
誘
う
夏

の
茶
事
に
ふ
さ
わ
し
い
趣
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
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前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
茶
道
具
と
名
物
裂

古
瀬
戸
茶
入
　
銘
孫
六

茶
壺
　
銘
春
の
日

唐
茶
臼

作
土
形

つ
く
り
つ
ち
が
た

草
花
文
様
金
襴
き
ん
ら
ん

（
大
鶏
頭
け
い
と
う

金
襴
）

縞
地
梅
花
石
畳
宝
尽
し
段
替
り
文
様
緞ど
ん

子す

（
伊い

予
簾

　
よ
す
だ
れ
緞
子
）

縞
格
子
文
様
間
道
か
ん
と
う

（
望
月
間
道
）

第
１
展
示
室

'
色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室

特
集
　
茶
道
美
術
名
品
展

□
和
蘭
陀
白
雁
香
合
　
デ
ル
フ
ト
窯

飴
釉
蟹
五
角
香
合

初
代
大
樋
長
左
衛
門

青
貝
福
禄
寿
図
香
合

千
　
利
休
所
持

黄
天
目

前
田
家
伝
来

黄
伊
羅
保
茶
碗
　
銘
女
郎
花

竹
蒔
絵
浪
に
亀
図
二
重
切
花
入

千
　
利
休

△
葫
蘆
こ

ろ

様
釜
よ
う
が
ま

初
代
宮
崎
寒
雉

古
九
谷

○
□
色
絵
布
袋
図
平
鉢

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢

□
青
手
樹
木
図
平
鉢

第
３
・
４
展
示
室（
日
本
画
・
油
彩
画
・
彫
塑
・
造
形
）

日
本
画

送
電
柱

下
村
正
一

初
夏
の
花

濱
田
　
観

寂
寞

原
田
太
乙

油
彩
画

テ
ィ
チ
ー
ノ
寸
景
（
ス
イ
ス
）

田
辺
栄
次
郎

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

常設展示室

主な展示作品
7月17日（木）～8月17日（日）
'＝国宝　◎＝重要文化財
□＝石川県指定文化財
○＝重要美術品　△＝金沢市指定文化財

中
村
研
一
像
　
吉
田
三
郎

初
夏
の
花
　
濱
田
　
観

服
飾
　
盛
夏
果
実
　
金
丸
水
明

耄
　
上
田
珪
草

夏
山
　
宮
本
三
郎

白
い
断
崖
の
岬

藤
本
東
一
良

夏
山

宮
本
三
郎

彫
塑
・
造
形

女
（
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
）

畝
村
直
久

中
村
研
一
像

吉
田
三
郎

素
描
・
下
絵

お
さ
げ
の
少
女

南
　
政
善

マ
ラ
イ
の
少
年
（
南
方
従
軍
素
描
集
）

宮
本
三
郎

タ
イ
・
ビ
ル
マ
ス
ケ
ッ
チ
（
人
物
・
風
俗
）

高
光
一
也

す
ず
め
7
羽

伊
東
　
哲

第
５
展
示
室
（
工
芸
）

金
襴
手
愛
獣
譜
飾
皿

北
出
塔
次
郎

白
鷺
蒔
絵
箱

寺
井
直
次

服
飾
　
盛
夏
果
実

金
丸
水
明

砂
張
銅
鑼

金
岡
宗
幸

桑
縁
筬
組

く
わ
ぶ
ち
お
さ
ぐ
み

風
炉
先

氷
見
晃
堂

日
の
光
に

齋
藤
悦
子

第
６
展
示
室

特
集
　
夏
休
み
　
親
子
で
楽
し
む
美
術
館

美
術
の
動
物
園

涅ね

槃は
ん

図

宝
勝
寺
蔵

虎
図

岸
駒

耄も
う

上
田
珪
草

牛

安
嶋
雨
晶

牧
歌

宮
本
三
郎
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旧
館
開
館
二
十
周
年
記
念
「
国
宝
源
氏
物
語
展
」
を
無
事

盛
大
に
終
え
て
、
次
に
急
い
で
取
り
組
む
べ
き
仕
事
は
、
新
館

開
設
に
向
け
て
の
準
備
で
あ
っ
た
。

私
共
美
術
館
職
員
は
、
新
館
が
開
設
さ
れ
れ
ば
当
然
吸
収
合

併
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
私
共
な
り
の
新
館
開
設
に
対
す
る
考

え
方
も
持
っ
て
い
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
相
談
が
あ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
教
育
委
員
会
内
に
設
置
さ
れ
た

「
近
代
美
術
館
（
仮
称
）
の
設
置
に
つ
い
て
の
懇
話
会
」
を
中

心
に
し
て
、
美
術
館
の
規
模
、
内
容
、
建
設
場
所
等
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
特
に
建
設
場
所
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
将
来
の
金
沢
の
発
展
を
考
え
、

駐
車
場
問
題
な
ど
を
克
服
し
た
大
型
の
美
術
館
を
建
設
す
る
に

は
、
広
大
な
敷
地
が
必
要
と
の
見
地
か
ら
、
郊
外
の
西
部
緑
地

（
北
陸
自
動
車
道
金
沢
西
イ
ン
タ
ー
付
近
）
が
適
当
で
あ
る
と

す
る
意
見
が
発
表
さ
れ
た
。
私
共
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
、
寝
耳

に
水
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

私
は
か
ね
が
ね
美
術
館
や
博
物
館
は
都
市
の
文
化
や
芸
術
を

象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
都
市
の
中
心
部
に
位
置
し
建
設
し
て

こ
そ
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
伝
統
文
化
が
色
濃
く
残
っ

て
い
る
金
沢
の
よ
う
な
都
市
に
あ
っ
て
は
尚
更
の
こ
と
で
あ
る

と
い
う
信
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
務
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
。

今
考
え
て
み
れ
ば
随
分
大
胆
不
敵
な
行
動
を
と
っ
た
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
が
、
県
会
議
員
の
何
人
か
の
方
々
に
、
私
の
こ

う
し
た
気
持
ち
を
率
直
に
申
し
上
げ
、
議
会
で
美
術
館
は
都
心

部
に
設
置
す
べ
き
だ
と
発
言
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し
て
回
っ
た

の
で
あ
る
。
本
会
議
で
の
議
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
常
任

委
員
会
で
は
こ
の
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
私
は
内
心
ほ
っ
と
す
る

も
の
が
あ
っ
た
が
、
上
司
か
ら
お
叱
り
を
受
け
る
の
で
な
い
か

と
び
く
び
く
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

美
術
館
小
史
・
余
話
36

新
美
術
館
開
設
に
向
け
て（
一
）

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

八
月
の
月
例
映
画
会
は
、
次
の
五
本
を
上

映
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
十
日
と
十
七
日
の
2
回
は
、
企
画
展
示
室
で
開
催
中

の
「
ミ
レ
ー
、
コ
ロ
ー
　
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
巨
星
た
ち
展
」
に
ち

な
み
ま
し
て
、
文
字
通
り
ミ
レ
ー
と
コ
ロ
ー
を
取
り
上
げ
た

《
コ
ロ
ー
・
ミ
レ
ー
・
ク
ー
ル
ベ
》
を
上
映
い
た
し
ま
す
。
こ

の
作
品
は
二
部
作
で
す
の
で
、
や
は
り
二
部
か
ら
な
る
、
同
時

代
の
大
彫
刻
家
を
紹
介
す
る
《
ロ
ダ
ン
美
術
館
散
策
》
を
セ
ッ

ト
に
す
る
こ
と
で
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
美
術
の
状
況
を
理
解

す
る
一
助
と
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
《
コ
ロ
ー
・
ミ
レ
ー
・
ク
ー
ル
ベ
》
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
作
を
た
ん
に
紹
介
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
バ
ル

ビ
ゾ
ン
の
と
あ
る
カ
フ
ェ
に
残
さ
れ
た
コ
ロ
ー
ら
の
落
書
き
や

三
人
の
画
家
の
写
真
な
ど
を
使
う
こ
と
で
、
画
家
た
ち
の
行
動

や
心
理
の
内
面
ま
で
す
く
い
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
風

景
を
描
く
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
そ
れ
ま
で
画
家
た
ち
の
桎
梏
し
っ
こ
く

で

あ
っ
た
宗
教
画
や
歴
史
画
か
ら
の
解
放
で
あ
り
、
そ
れ
は
王
政

か
ら
共
和
制
へ
、
ま
た
産
業
革
命
の
進
行
と
い
う
大
き
な
時
代

の
変
化
の
も
と
、
中
産
階
級
の
支
持
の
中
で
生
涯
を
終
え
た
コ

ロ
ー
、
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
喧
噪
な
都
会
か
ら
逃
避
し
農

民
画
家
と
し
て
生
涯
を
貫
い
た
ミ
レ
ー
、
そ
し
て
政
治
活
動
に

も
果
敢
に
行
動
を
お
こ
し
、
激
動
の
社
会
情
勢
に
身
を
投
じ
た

ク
ー
ル
ベ
の
三
人
の
人
生
と
作
品
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
三
十
一
日
に
上
映
い
た
し
ま
す
、
《
日
本
の
こ
こ
ろ

浮
世
絵
》
は
後
に
世
界
の
美
術
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
浮
世
絵
の
歴
史
、
す
な
わ
ち
菱
川
師
宣
か
ら
喜
多
川

歌
麿
、
東
州
斎
写
楽
、
葛
飾
北
斎
、
安
藤
広
重
と
、
彼
ら
の
代

表
作
を
適
宜
紹
介
し
な
が
ら
、
絵
師
・
彫
師
・
刷
師
と
い
う
分

業
か
ら
な
る
そ
の
制
作
工
程
を
手
順
良
く
ま
と
め
て
お
り
、
文

字
通
り
浮
世
絵
の
理
解
と
鑑
賞
に
は
最
適
と
言
え
ま
す
。

月例映画会

今月のイチ押し 

北
野
恒
富
展
―
金
沢
が
生
ん
だ
美
人
画
の
巨
匠
―

本
展
は
、
明
治
十
三
年
に
金
沢
で

生
ま
れ
、
近
代
日
本
の
代
表
的
な
美

人
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
北
野
恒
富

の
、
画
業
の
全
貌
を
紹
介
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
開
館
二
十
周
年
を
記

念
す
る
春
の
特
別
展
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
緑
の
映
え
る
季
節
に
、

華
や
か
な
美
人
画
の
世
界
は
似
合
う

の
で
は
、
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
実

際
会
場
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
明
る
い
澄
ん
だ
色
彩
の
品
格
あ

る
表
現
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
よ
く
艶
麗
と
い

わ
れ
る
よ
う
な
独
特
の
妖
し
い
雰
囲
気
が
漂
う
作
品
も
、
ひ
と

き
わ
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に
、
明
治
末
か
ら
大
正
の
中

頃
に
か
け
て
描
か
れ
た
女
性
像
の
中
に
は
、
頽
廃
的
で
エ
ロ
テ

ィ
シ
ズ
ム
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
に
、
恒
富
の
個
性
が
強
く
発
揮

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
一
般
に
「
美
人
画
」
と
い
わ

れ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
表
現
と
は
ち
ょ
っ
と
異
な
り
、
初
め
て

そ
れ
ら
の
絵
に
対
面
さ
れ
た
方
は
、
き
っ
と
驚
か
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
そ
う
し
た
表
現
が
、
当
時
、
京

都
の
画
家
た
ち
の
間
で
悪
魔
派
と
称
さ
れ
注
目
さ
れ
た
点
な
の

で
す
。

一
方
、
展
示
に
関
し
て
は
、
作
品
が
屏
風
や
掛
軸
、
冊
子
な

ど
の
形
態
を
と
る
も
の
も
多
く
、
基
本
的
に
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

の
中
に
展
示
す
る
と
い
う
方
向
で
作
業
を
進
め
ま
し
た
が
、
各

章
の
解
説
パ
ネ
ル
や
額
装
で
ア
ク
リ
ル
板
が
入
っ
て
い
る
も
の

は
、
極
力
ケ
ー
ス
の
外
へ
出
し
て
、
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
分
、
作
品
の
陳
列
順
番
が
図
録
と

は
か
な
り
異
な
り
、
と
ま
ど
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

日
本
画
と
い
う
材
質
の
性
格
上
、
作
品
保
護
の
た
め
照
度
を
落

と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
づ
ら
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
展
示
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ご
指
摘
、
ご
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
声
を
今
後
の
展
示
に
反
映
さ
せ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

8
月
10
日

美
の
美
　
コ
ロ
ー
・
ミ
レ
ー
・
ク
ー
ル
ベ
Ⅰ

◇
23
分

美
の
美
　
ロ
ダ
ン
美
術
館
散
策
Ⅰ

◇
23
分

8
月
17
日

美
の
美
　
コ
ロ
ー
・
ミ
レ
ー
・
ク
ー
ル
ベ
Ⅱ

◇
23
分

美
の
美
　
ロ
ダ
ン
美
術
館
散
策
Ⅱ

◇
23
分

8
月
31
日

日
本
の
こ
こ
ろ
　
浮
世
絵

◇
30
分
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前
田
育
徳
会
展
示
室
　
開
館
記
念
名
宝
展

税
込
定
価（
円
）一
、
五
〇
〇

ー
古
典
と
現
代
ー
　
花
鳥
風
月
展

一
、
五
〇
〇

ー
加
賀
文
化
の
華
ー
　
前
田
綱
紀
展

二
、
〇
〇
〇

ひ
と
・
ヒ
ト
・
人
物
を
描
い
て
…
　
南
政
善
回
顧
展

二
、
〇
〇
〇

石
川
県
の
人
間
国
宝
展

二
、
〇
〇
〇

西
山
英
雄
展
雄
大
な
自
然
を
描
く
日
本
画
の
巨
匠

二
、
〇
〇
〇

石
川
県
の
工
芸
　
ー
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
ー

二
、
〇
〇
〇

隅
谷
正
峯
展
　
ー
日
本
刀
そ
の
神
秘
な
る
彩
り
ー

二
、
〇
〇
〇

ー
前
田
育
徳
会
の
名
宝
ー
　
百
工
比
照

一
、
五
〇
〇

開
館
10
周
年
記
念
特
別
展
　
日
本
美
の
心

二
、
〇
〇
〇

石
川
の
美
術
　
ー
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
歩
み
ー

三
、
九
〇
〇

四
巨
匠
　
中
川
一
政
・
宮
本
三
郎
・
高
光
一
也
・
南
政
善
の
世
界

二
、
〇
〇
〇

戦
後
日
本
の
具
象
美
術
　
ー
見
え
る
も
の
へ
の
こ
だ
わ
り
ー

二
、
二
〇
〇

加
賀
大
乗
寺
の
名
宝
と
月
舟
宗
胡

一
、
〇
〇
〇

蒔
絵
・
人
間
国
宝
　
寺
井
直
次
の
世
界

二
、
〇
〇
〇

ー
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
ー
　
茶
道
美
術
名
品
図
録

二
、
五
〇
〇

加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
の
菩
提
寺
　
瑞
龍
寺
展

二
、
三
〇
〇

15
〜
20
世
紀
の
ロ
シ
ア
美
術
　
イ
コ
ン
と
絵
画

二
、
〇
〇
〇

日
本
の
わ
ざ
と
美
展
ー
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
を
支
え
る
人
々
ー

二
、
〇
〇
〇

！！

前
田
利
為
と
尊
經
閣
文
庫

二
、
〇
〇
〇

工
芸
作
品
と
図
案
　
ー
創
造
へ
の
思
考
ー

二
、
〇
〇
〇

前
田
利
家
没
後
4
0
0
年

利
家
が
生
き
た

桃
山
時
代
の
美
術

二
、
五
〇
〇

没
後
25
年

写
実
と
幻
想
の
巨
匠

宮
本
三
郎

二
、
三
〇
〇

初
公
開

欧
州
随
一
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ラ
ン
ゲ
ン
夫
妻
の
眼

二
、
〇
〇
〇

ー
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
ー
九
谷
名
品
図
録
（
改
訂
版
）

二
、
〇
〇
〇

彫
刻
家
　
吉
田
三
郎
展

二
、
〇
〇
〇

花
の
様
式
　
ナ
ン
シ
ー
派
展

二
、
二
〇
〇

花
と
緑
の
名
品
展
　
ー
自
然
と
の
対
話
ー

二
、
〇
〇
〇

日
本
芸
術
院
会
員
　
大
樋
長
左
衛
門
の
世
界

二
、
二
〇
〇

鳥
と
語
る
　
詩
魂
の
画
家
　
脇
田
和
展

二
、
二
〇
〇

北
野
恒
富
展

二
、
〇
〇
〇

石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
品
図
録

三
、
五
〇
〇

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
中

郵
送
ご
希
望
の
方
は
当
館
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
1
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

（
美
術
館
の
本
）

最
新
刊

常
設
展
示
室
っ
て
、い
つ
も
同
じ
作
品
？

常
設
展
示
室
の
作
品
は
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
の
で

す
か
。
ま
た
展
示
さ
れ
る
作
品
は
ど
の
よ
う
に
し

て
決
め
ら
れ
る
の
で
す
か

常
設
展
示
の
目
的
は
、
ま
ず
美
術
館
の
持
つ
所

蔵
品
を
公
開
す
る
こ
と
で
す
が
、
特
定
の
テ
ー
マ

な
り
、
作
家
を
取
り
あ
げ
た
調
査
研
究
活
動
と
し

て
の
展
示
も
含
ま
れ
ま
す
。
当
館
は
県
立
美
術
館

と
し
て
、
一
室
ご
と
に
石
川
県
の
芸
術
世
界
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
作
者
の
選
定
、
作
品

の
制
作
年
代
や
形
体
、
大
き
さ
、
材
質
、
あ
る
い

は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
か
ど
う
か

な
ど
、
様
々
な
要
素
を
加
味
し
な
が
ら
組
み
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最
も
大
切
な
こ
と

は
、
保
存
の
観
点
か
ら
展
示
日
数
が
制
限
さ
れ
て

い
る
作
品
も
多
い
た
め
、
常
に
入
れ
替
え
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
一
般
的
に
常
設
展
示
と
い
う

言
葉
の
響
き
に
は
、
い
つ
も
同
じ
も
の
を
並
べ
て

あ
る
と
い
う
感
じ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
う
で
は
な
く
、「
雉
香
炉
」
や
古
九
谷
の
一
部
を

除
い
て
、
各
展
示
室
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

る
の
で
す
。

休
館
日
は
い
つ
？

美
術
館
は
月
曜
日
や
祝
日
の
翌
日
で
も
な
い
の
に
休

館
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
知
ら
ず
に
行
っ
て
が
っ

か
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
休
館
日
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

当
館
に
は
特
定
曜
日
の
休
館
日
（
定
休
日
）
が
あ

り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
展
覧
会
開
催
中
は
無
休
で
開

館
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
展
覧
会
終
了
後
、
作
品
の

展
示
替
え
が
行
わ
れ
る
時
に
は
、
曜
日
に
関
係
な
く

休
館
と
な
る
の
で
す
。
た
だ
し
年
末
年
始
（
十
二
月

二
十
八
日
〜
一
月
三
日
）
だ
け
は
例
年
お
休
み
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
紙
に
は
必
ず
月
ご
と
の
休
館

日
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
し
、「
展
覧
会
案
内
」
に

は
年
間
の
休
館
日
が
す
べ
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
か
必
ず
ご
確
認
の
上
ご
来
館
下
さ
い
。

蝦
蟇
仙
人
図

東
　
東
洋
筆

計
一
点

展
覧
会
　
高
岡
の
絵
師

―
堀
川
敬
周
と
そ
の
弟
子
達
―

会
　
期
　
七
月
十
二
日（
土
）〜
九
月
七
日（
日
）

会
　
場
　
高
岡
市
立
博
物
館

①
山
の
秋

玉
井
敬
泉
筆

②
白
山
図

玉
井
敬
泉
筆

計
二
点

展
覧
会
　
白
山
を
愛
し
た
画
家
　
玉
井
敬
泉

会
　
期
　
①
七
月
十
二
日（
土
）〜
九
月
二
十
一
日（
日
）

②
八
月
二
十
日（
水
）〜
九
月
二
十
一
日（
日
）

会
　
場
　
鶴
来
町
立
博
物
館

鉄
打
出
狛
犬
大
置
物

山
田
宗
美
作

鉄
打
出
布
袋
置
物

山
田
宗
美
作

鉄
打
出
蓮
図
花
瓶

山
田
宗
美
作

計
三
点

展
覧
会
　
鉄
打
出
　
山
田
宗
美
の
世
界

会
　
期
　
七
月
二
十
六
日（
土
）〜
八
月
三
十
一
日（
日
）

会
　
場
　
加
賀
市
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

貸
出
中
の
所
蔵
品

各
地
の
展
覧
会

八
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
展

8
／
31
ま
で

新
潟
県
立
近
代
美
術
館
（
新
潟
県
長
岡
市
・
〇
二
五
八
ー
二
八
ー
四
一
一
一
）

ア
ー
ト
オ
ブ
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
展

8
／
31
ま
で

京
都
国
立
博
物
館
（
京
都
市
・
〇
七
五
ー
五
四
一
ー
一
一
五
一
）

ク
リ
ム
ト
展

9
／
21
ま
で

兵
庫
県
立
美
術
館
（
神
戸
市
・
〇
七
八
ー
二
六
二
ー
〇
九
〇
一
）

近
代
日
本
洋
画
の
巨
匠
　
黒
田
清
輝
展

8
／
31
ま
で

和
歌
山
県
立
美
術
館
（
和
歌
山
市
・
〇
七
三
―
四
三
六
―
八
六
九
〇
）

親
子
の
た
め
の
美
術
展
　
動
物
、
ア
ー
ト
と
な
る

8
／
31
ま
で

群
馬
県
立
館
林
美
術
館
（
館
林
市
・
〇
二
七
六
―
七
二
―
八
一
八
八
）

ジ
ブ
リ
が
い
っ
ぱ
い
　
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
立
体
造
型
物
展

9
／
7
ま
で

東
京
都
現
代
美
術
館
（
江
東
区
・
〇
三
―
五
二
四
五
―
四
一
一
一
）



左
の
三
枚
並
ん
だ
写
真
を
ご
覧
下
さ
い
。
手
で
触
れ
た
ら
変
形
し

て
し
ま
い
そ
う
な
、
柔
ら
か
な
形
に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
畠
山

記
念
館
所
蔵
の
や
き
も
の
で
、「
銹さ
び

絵え

富
士
山
香
炉
　
朝
昼
暮
三

態
」
と
い
う
名
称
が
示
す
通
り
、
朝
・
昼
・
暮
そ
れ
ぞ
れ
の
富

士
山
の
様
子
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。
作
者
は
、
当
館
を
代
表

す
る
名
品
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
近
世
陶
芸
に
お
け
る

代
表
作
と
し
て
名
高
い
、
国
宝
の
色
絵
雉
香
炉
と
重
要
文
化
財

の
色
絵
雌
雉
香
炉
を
制
作
し
た
、
野
々

の

の

村
仁
清

む
ら
に
ん
せ
い

で
す
。

個
人
的
に
、
こ
の
香
炉
を
最
初
に
目
に
し
た
の
は
、
平
成
四

年
に
、
当
館
で
開
催
さ
れ
た
「
野
々
村
仁
清
展
」
の
時
で
し
た
。

幅
が
そ
れ
ぞ
れ
三
十
数
セ
ン
チ
と
い
う
か
な
り
大
振
り
な
こ
の

香
炉
を
見
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
仁
清
作
品
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
と
の
、
あ
ま
り
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

仁
清
は
、
名
高
い
茶
人
、
金
森
か
な
も
り

宗そ
う

和わ

の
指
導
を
受
け
た
こ
と

で
、
そ
の
美
し
い
色
絵
付
と
、
精
巧
な
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
る
、

典
雅
で
装
飾
性
豊
か
な
作
風
を
展
開
し
ま
し
た
。
桃
山
時
代
の

侘
び
茶
の
美
意
識
と
は
違
っ
た
、
江
戸
時
代
の
華
や
か
な
大
名

茶
を
彩
る
に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
好
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
富
士
山
と
は
、
不
動
の
確
固
た
る
イ
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「
畠
山
記
念
館
名
品
展
」
そ
の
三

「
野
々
村
仁
清
の
見
た
富
士
・
畠
山
即
翁
の
選
ん
だ
仁
清
」

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
作
品
を
制
作
す
る
に
当

た
っ
て
仁
清
が
と
ら
え
た
の
は
、
瞬
間
ご
と
に
様
相
を
変
え
る
移

ろ
い
や
す
い
富
士
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
光
と
影
に
よ
る
幻
影
を

時
間
で
切
り
取
っ
て
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
陶
芸
の

分
野
に
お
い
て
、
か
な
り
実
験
的
な
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
注
文
に
よ
り
、
華
麗
に
し
て
典
雅

な
茶
陶
を
作
り
続
け
て
い
た
仁
清
に
と
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
に
白
釉

と
銹
絵
の
み
で
表
現
し
た
こ
の
作
品
こ
そ
が
、
仁
清
の
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
衝
動
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
、
と
も
思
え
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
取
り
合
わ
せ
の
難
し
そ
う
な
こ
の
作
品
を
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
加
え
た
畠
山
即
翁
の
柔
軟
な
感
性
に
は
本
当
に

敬
服
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
作
品
が
当
館
で
展
示
さ
れ
る
の
は
今
回
で
三
回
目
で

す
。
最
初
は
昭
和
三
十
八
年
、
石
川
県
美
術
館
の
開
館
記
念
展
。

こ
の
と
き
は
ま
だ
畠
山
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
次
が
前
述
の
野
々
村
仁
清
展
、
そ
し
て
今
年
度
の
畠

山
記
念
館
名
品
展
と
な
る
訳
で
す
が
、
こ
の
三
態
の
富
士
を
選

ん
だ
同
じ
目
に
よ
っ
て
、
収
集
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
共
に

当
館
で
展
示
さ
れ
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
こ

の
香
炉
が
、
即
翁
に
選
ば
れ
た
他
の
道
具
た
ち
と
並
ん
だ
と
き
、

ど
の
よ
う
な
空
間
が
演
出
さ
れ
て
、
ま
た
ど
ん
な
物
語
を
紡
ぎ

出
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

茶
道
美
術
を
観
る
楽
し
み
の
一
つ
は
、
自
分
自
身
の
取
り
合

わ
せ
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
も
し
も
こ
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
ら
、
何
と
何
を
組
み
合
わ
せ
よ
う
か
。
近

代
の
大
数
寄
者
、
畠
山
即
翁
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
は
、
さ

ぞ
か
し
私
た
ち
を
そ
ん
な
楽
し
い
空
想
の
世
界
に
誘
っ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
寺
川
和
子
　
学
芸
主
任
）

「
開
館
20
周
年
記
念
　
畠
山
記
念
館
名
品
展
　
茶
道
美
術
を
中
心
に
」

十
月
四
日（
土
）〜
十
一
月
三
日（
月
・
祝
）

次
回
の
展
覧
会

特
　
　
集
　
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

特
　
　
集
　
俳
画
の
世
界

（
第
2
展
示
室
）

特
別
陳
列
　
日
本
画
家
　
中
町
進
の
世
界（第
4
展
示
室
）

八
月
二
十
一
日（
木
）〜
九
月
二
十
九
日（
月
）

※
八
月
の
全
館
休
館
日
は
十
八
日（
月
）〜
二
十
日（
水
）で
す
。

絵
画
を
探
ろ
う
！
　
小
学
校
5
・
6
年
生
　
　
午
前
十
時
よ
り

日
本
画
の
い
ろ
い
ろ
　
美
術
の
動
物
園
か
ら

（
宮
　
衛
　
学
芸
第
二
課
長
）

20
世
紀
の
名
指
揮
者
　
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
カ
ラ
ヤ
ン
2

ハ
イ
ド
ン
交
響
曲
第
1
0
4
番
「
ロ
ン
ド
ン
」
ほ
か
（
約
60
分
）

演
奏
　
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

日
本
の
金
工
15

銅
鑼
初
代
魚
住
為
楽
・
三
代
魚
住
為
楽
（
南
　
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

コ
ロ
ー
・
ミ
レ
ー
・
ク
ー
ル
ベ
Ⅰ
　
画
家
は
な
ぜ
風
景
を
描
く
の
か
（
23
分
）

ロ
ダ
ン
美
術
館
散
策
Ⅰ
　
職
人
の
手
が
つ
か
む
永
遠
の
と
き
（
23
分
）

コ
ロ
ー
・
ミ
レ
ー
・
ク
ー
ル
ベ
Ⅱ
　
彼
ら
は
究
極
に
は
人
間
を
描
い
た
（
23
分
）

ロ
ダ
ン
美
術
館
散
策
Ⅱ
　
神
の
手
と
地
獄
の
門
（
23
分
）

洋
画
家
列
伝
15

香
月
泰
男

（
二
木
伸
一
郎
　
学
芸
専
門
員
）

「
中
町
進
の
世
界
」
を
語
る

講
師
　
中
町
　
進
氏
（
日
本
画
家
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
名
誉
教
授
）

「
日
本
画
家
　
中
町
進
の
世
界
」
展

講
師
　
中
町
　
進
氏

※
常
設
展
の
入
場
料
金
が
必
要
に
な
り
ま
す

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
世
界

（
寺
川
和
子
　
学
芸
主
任
）

日
本
の
こ
こ
ろ
　
浮
世
絵
（
30
分
）

行
　
　
事

月
　
　
日

八
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

講
義
室

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

第
4

展
示
室

講
義
室

ホ
ー
ル

親
子
で
鑑
賞
会

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

講

演

会

列

品

解

説

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

8
／
1
（
金
）

8
／
2
（
土
）

8
／
3
（
日
）

8
／
9
（
土
）

8
／
10
（
日
）

8
／
17
（
日
）

8
／
23
（
土
）

8
／
24
（
日
）

8
／
28
（
木
）

8
／
30
（
土
）

8
／
31
（
日
）

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

（暮）

（昼）

（朝）

銹絵富士山香炉　朝昼暮三態
野々村仁清作　畠山記念館蔵



「手提バッグ」
（定価2,000円）
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石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
三
八
号
　
平
成
十
五
年
八
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

八
月
十
八
日（
月
）〜
二
十
日（
水
）

立
秋
…
。
と
は
名
ば
か
り
、
残
暑
厳
し
い
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
ね
。
さ
て
、
先
月
開
催
さ
れ
た
北
京

故
宮
博
物
院
展
は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
国
宝
級
の
至
宝
を
含
む
約
百
四
十
点
が
展
示
さ

れ
、
歴
代
の
皇
帝
が
持
つ
権
力
の
強
大
さ
を
あ
ら
た

め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
五
千
年
に
渡
っ
て
受
け
継
が

れ
て
き
た
中
国
の
歴
史
と
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
、
感
動
し
ま
し
た
。

今
月
は
「
手
提
バ
ッ
グ
」
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
黒
色
と
白
色
の
二
種
類
の
他
に
、

新
色
が
加
わ
り
ま
し
た
。
価
格
は
二
千
円
。
国
宝
色

絵
雉
香
炉
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
館
開

館
以
来
、
二
十
年
間
を
と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
の
国

宝
色
絵
雉
香
炉
。
こ
ち
ら
も
歴
史
を
感
じ
ま
す
…
よ

ね
？

134

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信

若
い
男
の
立
像
で
す
が
、
両
手
・
両
足
を
縛
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
像
の
形
態
か
ら
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
図
像

学
で
い
う
、「
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
殉
教
」
で
す
。
彼
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
説
的
殉
教
聖
人
で
あ
り
、
伝
承
に
よ
れ
ば
ロ

ー
マ
皇
帝
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
に
仕
え
た
ミ
ラ
ノ
出

身
の
近
衛
兵
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
世
紀
末
に
、

信
仰
を
貫
い
た
故
に
ロ
ー
マ
で
矢
を
も
っ
て
一
度
は
射
殺
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
寡
婦
の
看
護
に
よ
り
蘇
生
し
、
再
度
、

棍
棒
に
よ
り
撲
殺
さ
れ
、
遺
体
は
カ
タ
コ
ン
ベ
に
葬
ら
れ
ま
し

た
。
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
、
疫
病
に
対
す
る
守
護
聖
人
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
世
初
期
に
は
年
配
の
軍
人
の
姿
で
あ
ら
わ
さ

れ
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
後
は
、
上
半
身
あ
る
い
は
全
身
を
木
ま

た
は
柱
に
縛
ら
れ
て
い
る
美
貌
の
青
年
と
し
て
多
く
描
か
れ
て

い
ま
す
。

作
者
が
、
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
殉
教
の
作
例
を
意
識
し

た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
充
分
考
え
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
作
者
の
彫
刻
に
は
、
物
語
性
を
色
濃
く
反
映

さ
れ
た
作
品
が
多
く
、
そ
れ
が
作
者
の
強
烈
な
個
性
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
に
か
、
指
向
す
る
も
の
が
、
画
家
の
故
鴨
居
玲
の

諸
作
品
に
相
通
ず
る
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
人
も
確
か
に
い
る

よ
う
で
す
。
こ
の
作
品
は
、
作
者
の
代
表
作
と
い
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

作
者
の
坂
坦
道
は
大
正
九
年
珠
洲
郡
内
浦
町
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
本
名
を
晴
嵐
と
い
い
、
父
は
洋
画
家
の
坂
寛
二
で
父
の
没

後
、
北
海
道
に
転
居
し
昭
和
十
九
年
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
を

卒
業
し
ま
し
た
。
十
八
年
第
六
回
新
文
展
に
初
入
選
、
戦
後
は

日
展
に
出
品
し
、
三
九
年
特
選
、
五
十
七
年
日
彫
展
で
西
望
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
年
札
幌
市
市
民
芸
術
賞
を
受
賞
し
、
三

十
九
年
よ
り
北
海
道
女
子
短
期
大
学
で
講
師
を
務
め
後
進
の
指

導
に
も
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
十
年
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

縛
坂　坦道
大正9年（1920）～平成10年（1998）

昭和47年　1972

第4回改組日展

高193.5 幅52.0 奥行44.0（cm）

「
中
町
進
の
世
界
展
」
関
連
行
事

講
演
会
〈
聴
講
無
料
〉

演
題
　
「
中
町
進
の
世
界
」
を
語
る

講
師
　
中
町
　
進
氏

日
時
　
八
月
二
十
四
日（
日
）午
後
一
時
半
よ
り

会
場
　
当
館
ホ
ー
ル

列
品
解
説〈
常
設
展
の
入
場
料
金
が
必
要
で
す
〉

講
師
　
中
町
　
進
氏

日
時
　
八
月
二
十
八
日（
木
）午
後
一
時
半
よ
り

会
場
　
当
館
第
4
展
示
室


